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①耐震性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

（耐震化率の目標に対する達成状況）

【 所 見 】

②防犯対策など安全性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

※この総括票については、計画年度終了時点における施設整備計画（計画を変更しているものについては、最終変更後の計画）
　に基づいた事後評価の結果を記入すること。
　また、その評価を行った施設整備計画を添付すること。

達成状況

85.7

耐震化率（％）

100.0

81.8

－

－

－

－

　小淵沢中学校の校舎改築事業、高根東小学校の校舎、武川中学校の屋内運動場、武川小学校の校舎の耐震補強事業については、計画どおり実
施することができた。なお、小淵沢中学校の体育館については、まちづくり交付金を活用して改築工事を実施したことにより、耐震化率が目標以上達
成される結果となった。しかし、現在耐震性の無いことが確認されている小学校(校舎)３校７棟については、統廃合を見据えた整備が必要となること
から,その動向により早急に取り組んでいくこととする。

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

特別支援学校

幼稚園

学校区分

小学校

中学校

高等学校

目標

82.4

96.4

81.8

施設整備計画　事後評価シート（総括票）

公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する目標の達成状況について

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。



【 所 見 】

③教育環境の質的な向上を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

【 所 見 】

④施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

【 所 見 】

計画どおり実施できた。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

　高根東小学校の校舎について、躯体のひび割れが目立ち教育環境（ガラス窓等の建具や照明など）の劣化、設備の経年による性能低下や配管の
老朽化が進んでいることから耐震工事と併せて大規模改造工事を実施して、教育環境の向上を図り、児童が安全・快適に学べる環境を整備すること
が出来た。また、小淵沢中学校のグラウンドについては、水はけが悪く降雨時から数日が経過しても水溜まりが解消されず教育環境が劣悪であるた
め、暗渠排水等を施工して快適に授業が行えるように整備することが出来た。

　小淵沢中学校の水泳プールについては、老朽化が著しく剥離等が生じており大変危険な状況であったため、改築を行い安全で安心な施設を整備
することが出来た。また、市内の学校給食調理場は、共同調理場１施設を除き、どの施設も老朽化が著しいため新たに市内全域を視野に入れた完
全ドライシステムに対応する施設を整備することで、清潔で安心な給食が作れるようになった。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

計画どおり実施できた。
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3 事後評価の総合所見及び今後の施設整備計画への反映等について

平成２１年８月に教育委員会教育総務課において、事後評価を実施した。事後評価シート内容については、本市ホームページ上で公表する。

施設整備計画において、計画した事業については計画通り実施することが出来た。今後耐震性が無いことが確認されている小学校(校舎)３校７棟に
ついては、統廃合の動向を見据えて整備計画を実施していく。

事後評価の時期及び方法について


